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子どもが生き 生きと学ぶ社会科指導の 工夫 

資料活用能力の 育成をめざして 

浦添市立派 砥 小学校教諭 中 村 ひで子 

Ⅰ テーマ設定の 理由 

科学技術の急速な 進歩と経済の 発展は人間の 生活を大きく 変化させている。 今後もますます 変 

化するであ ろう社会に生きて 行くためには ， 「社会の変化に 主体的に対応できる 能力の育成」や 

「自ら学ぶ意欲」の 喚起が望まれている。 学校教育においても ，主体的に学習に 取り組む意欲的 

な 子どもの育成が 求められる。 教えこみの授業から 脱却し， 「知りたい，わがりたい」子どもの 

気持ちを重視する 授業への変換が 急務となる。 

社会科の目標は・ 社会的事象をとらえる 過程で，観察力・ 資料活用能力を 養い，社会を 見る目   

考える 力 ・判断する力を 育てることにあ る。 社会科の学習の 中で ， 子ども達は，観察・ 資料を通 

して様々な社会事象を 学んで行く。 その追求の過程で ，どのような 資料を求め，資料からどのよ 

うな事を読み 取って行くか ，読み取ったことをどう 考えるか。 資料活用能力が 社会科学習の 深 ま 

りを左右する " 子ども達の主体的学習・ 学ぶ意欲を志向する 上でも，資料活用能力の 育成は指導 

上の大きな課題となる。 

こ のような 観占に 立って ，こ れまでの学習を 振り返ってみたい。 

子どもたちを 受け身的な学習態度から 脱却させるため ，興味， 関   L     の持てそうな 教材をめっけ ， 

作業的学習を 多く取り入れるなど ，様々な指導上の 工夫を試みてきた。 その結果，学習内容に 興 

味を示し，資料を 求めて図書館に 向かうなど，喜んで 調べ学習に取り 組む子どもが 育ってきた。 

ところが，指導や 助言，援助を 怠ったりすると ，課題解決にはそ そ、 れない資料を 見つけてきたり 

する子がいる。 また・まとめ 上げた内容を 見ると，事実の 羅列や参考書の 丸写しであ ったり， 記 

事と記事の関連がはっきりしないもの ，自分の意見の 欠落したものが 多く，資料を 活 m する方法 

が十分身に付いていないことがわかる。 

その   京 囚を考えると ， 

1  一人ひとりの 子どもにきちんとした 課題意識を持たせていない。 

2  課題を解決するための 資料収集の仕方や 資料の読み取り 方の指導が十分になされていない。 

3  調べたことのまとめ 方 ・表現の仕方への 助言が適切でない。 

など，指導上の 問題   占が 浮かんでくる。 子ども達に生き 生きとした意欲的な 学習態度を望むとき ， 

ふだんから意識的にその 基礎となる能力を 育てて い かなければならない。 

以上のことから ，資料 活 m 能力の育成を 目指す指導の 工夫が必要となる。 子ども達が，課題を 

見つけるとき ，また・課題を 追求するとき ，適切な資料を 収集・活用できるようにすること。 資 

料の見方，考え 万をしっかり 身に付けさせること。 読み取ったことを 適切に表現させること。 資 

料活用能力が 身に付けば，課題をみつけ・その 課題を解決するための 学び方がわかり ，生き生き 

と 学習に取り組む 意欲のあ る子が育っのではないかと 考え・ 本 テーマを設定した。 
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Ⅱ 子ども達が生き 生きと学ぶ社会科学習とは 

学校は本来，子ども 達のためにあ るはずであ る。 しかし。 現実には，教師から 知識を伝達され 

るものという 意識をもって 授業に臨んでいる 子が多い。 受け与的な学習からは ，生き生きと 学ぶ 

子どもは育って 行かない " 子ども達が ， 与えられる学習から 脱却し。 白ら社会的事象を 追求し「 ヒ 

うとする姿勢をもってこそ ，学習した こ とが真に自分のものとな「 て 生きてくる。 社会科の学習 

が好きで，興味・ 関心をもって 学習に取り組める ，やる気のあ る子どもを育てることは ，学習 効 

果を高める ヒ でも大切なことであ る。 子ども達は授業の 中で，自分の 持てる力を精一杯発揮し ， 

わからなかったことがわかるようになり ，できなかったことができるようになることにより ， 白 

らの成長が確認でき ，成就感を持っ。 その体験を積み 重ねることで ，子ども達は 学ぶ喜びを知り・ 

生き生きと学ぶようになるであ ろう。 

生き生きと学ぶ 子どもの姿を 次のようにとらえたい。 

0  常に身の回りの 社会的事象に 興味・関心を 向けている。     

0  身の回りの社会的事象を 発見的に，課題意識をもって 見つめることができる。 

0  課題を解決するのに 必要な資料を 収集し，的確な 情報を取捨選択するなど ，解決のための 調 

べ 方がわかる。 

0  学ぶ こ との楽しさを 知り，意欲的に 学習を進める。 

0  自分の考えを 持ちながら，友人と 互いに磨き合い ，よ ・ り 確かな認識を 築いて行ける。 

0  調べたこと，話し 合「たことを 自分なりに解釈し ，自分の表現でまとめることができる。 

0  既習経験を元にしながら ，自分 0 つ 持てる力を十分に 発揮し，さらに 諸能力を磨いている。 

このような子どもを 育てで行くためには ，学び方をしっかり 身に付けさせなければならない。 

そのためにも ，社会科の学習を 進めて行く上で 特に大切な能力の 一 つ であ る資料活用能力を 育て 

ていくことが 大切だと思う。 追求意欲を持たせるためには ， 1 時間で問題が 解決する学習ではな 

く ，わからない こ とを残して置くオープンエンドの 授業を構成すること。 また・ 一 単元で一つの 

概念形成をめざす 一 単元一サークルの 学習過程を考慮することが 有効だと思われる。 

Ⅲ 生き生きと学ぶための 資料活用能力の 育成 

]  社会科における 学習資料 

社会的事象は・ 時間的空間的広がり ，深まりを持っている。 社会科の学習は ， 取り上げる社 

会的事象を具体的に 把握する事で 社会生活を理解するものであ るが，すべてが 直接に観察でき 

るものではない。 社会的事象を 総合的にとらえることができるよ う に，直接に観察できない 社 

会的事実・事象に 関しては，作り 替えて，間接的観察ができるよさにしなければならない。 見 

えないものを 作り替えて，見えるよ う に教育的に配慮したものが 学習資料であ る。 学習資料は， 

学習目標を達成するために 用いられるもので ，収集・選択・ 作成を通して 活用される。 学習の 

根拠となる材料であ ったり，学習を 効果的に進めるための 補助的材料であ る。 社会的事象を 分 

析・総合・意味把握のための 実証の手掛かり・ 裏 づけになるものと 言える。 

2  資料の分類と 持 性 

学習に使われる 資料にはどのようなものがあ り・どのような 特性があ るのかを っ かんでおく 

ことは，資料を 効果的に活用するために 大切なことと 思われる。 
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  例 

教科書，副読本，参考書 

資料集，事典 

文章資料 年鑑，雑誌，新聞 

バンフレット ，伝記文学 f,F 

品 ，民話，児童の 作文   
スライド，写真，絵はがき 

復原図，掛け 図，ビデオ。 

視聴覚貸料 テレビ，映画。 OHP, 

ラジオ，録音テープ ，児童 

の絵，紙芝居   
図 ， 表 ，クラフ， 

統計資料 年表 

地図，絵地図   
民具，現在社会で 使用中の 

現物資料 
実物，標本，模型， 

観察記録       Ⅰ """""""   

特 性 

0 くり返し読むことができ ，事象の背景，推移がっ 

かめる。 

0 新聞，雑誌などは ，新しい情報が 得られる。 

0 文字を読むことに 抵抗感を持つ 子が多い。 

  
0 学習への興味・ 関心をおこさせ・ 学習意欲を高め 

る 。 

0 事象をイメージ 化しやすい。 

0 臨場感を持つ 事ができる。 

0 具体的で ， 細かい観察を 可能にする。 

0 社会事象の関連がつかみやすく ，分析・統合する 

ことによって 傾向性がつかめる。 

0 地図は・事象の 分布や広がり ，位置を捉えやすい。 

0 観察することで ，具体性があ り，確実性，親近感 

が湧く。 

0 多様な思考を 引き出す材料となる。 

0 五感を通して 感じ，操作活動につながる。 

光子ども達の 学習意欲を高めるため ，子ども達の 作品も積極的に 資料として活用させたい。 

3  指導過程における 資料の位置づけ 

学習資料は，学習のめあ てを達成するために 用いられる。 課題解決の学習過程に 的確に位置 

づけられ，有効に 活用されてこそ 価値があ る。 どんな資料を ，いっ ，ど 乙で，どのような 順序 

で 提示し ， ど う 見せれば思考の 素材になり ぅ るか。 また，それによりどんな 能力・態度が 期待 

できるか，子どもの 思考の道筋をも 考慮しながら 指導過程の中に 位置づける必要があ る " 

問題解決をめざす 学習過程は様々あ るが， こ 乙では，子ども 達の主体的調べ 学習をめざす 意 

味 で一単元一サークルの 指導過程を考え ，資料の位置づけを 試みてみたい。 

学習活動 教師の働きかけ 資料の条件・ 内容 

事 0 資料や事実を 0 資料を提示し ，事実を確 0 写真， 絵 ，スライドの よ 

調べた中から ， かめる中で，意外性のあ る ぅ な 具体性かあ り，感性に 

実 わかったこと ， 事態に直面させる。 訴えることのできるもの。 

わからないこと 0 子どもに疑問を 持たせ， 0 興味・関心をそそるも 山 

認 や疑問占を明確 話し合いのなかで 疑問をさ 0 子どもの常識を 破る意覚 

にさせる らに焦点化し ，追究の意欲 性のあ るもの。 

識 を 持たせる。 

  

姥 、 要とされる 力 

0 事実や事象 

をあ りのまま 

観察し ，そォ Ⅰ 

をあ りのまま 

受け取る力。 

0 事実を経験 

と結びつけ， 

一 67 一 



課 

題 

把 

握 
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検 

- 一 Ⅰ 。 正 

0 それぞれの 疑 

問 点を明らかに 

し ，討論しあ っ 

て /] 、 単元の中心 

概念に迫る課題 

に 練り上げる。 

0 根拠を明らか 

にして予想を 話 

し合 う 0 

0 追究の見通し 

を持つ。 

0 自由な発想で 

多様に仮説を 立 

てる。 

0 仮説の検証方 

法を話し合い ， 

検証計画を立て 

る 。 

0 資料・見学   

調査などで検証 

  する。 

0 調べる観点に 

したがって 憎圭 半井 

を 収集したり 観 

察 調査してまと 

める。 

0 学習課題は小単元の 中心 0 子どもの思考を 揺さぶり， 

概念に迫るものを 割らせる。 ( 資料と体験で・ 資料と 資 

0 子どもの考えと 提示され 料で ) 多様な反応を 促すも 

た資料の間に 大きな ズレ を の。 

起 こさせることにより ， 一 0 目標に迫って 行けるもの。 

人 ひとりに学習課題を っ か 0 共通のイメージを 持たせ 

ませる。 るために、 学習の方向や 領 

城が 暗示さ ォ 1 ているもの     

0 資料を与え ， 思いつきの 0 予想や仮説を 立てるヒン 

予想から根拠のあ る予想へ トとなるもの。 

変容させる 0 0 事実か具体的によくわか 

0 根拠のあ る予想により ， り， 誰もが学習に 参加でき 

調ぺる 資料を具体的に 確認 るもの。 

させる。 0 問題の本質を 発見的に見 

通すことができるもの。 

0 実際に具体的事象を 観察 

したり，調べたりすること 

の 必要性を感じさせる " 

0 何を何で調べればよいか 

見通しを明確にし ，検証言 ], 

画を立てる。 

0 検証計画にしたがって 課 0 予想や仮説に 対し証拠と 

題 解決のための 資料を収集 なるもの。 

選択させる。 0 異同や因果関係が 見つけ 

0 学習 {C 行きづまらないよ やすいもの。 

ぅ ，必要な資料をできるだ 0 実物や録音テープの ょぅ 

が 準備して置く。 な人間の気持ちがっかめる 

0 見学調査では ，見学のめ 実感の裏 づけを持たせる ょ 

あ て，視点・まとめ 方を指 うなもの。 

疑問や問題を 

見つけ出す力。 

0 課題を見つ 

ける 力 0 

0 既 有の経験 

や 知識を働か 

せ 予想を立て 

る力 0 

0 問題を概観 

整理し。 解決 

の 予想を立て 

る力 。 

0 根拠をあ げ   

て 自分の考え 

を 主張する 力 。 

0 筋道の通っ 

た 学習の順序 

や 進め方を考 

える 力 。   

0 課題解決に 

必要な資料を 

捜す力。 

0 資料を収集 

選択する 力 。 

0 資料を正確 

に読み取る力   

0 資料から事 

象を多面的に 

読み取る力。 

0 いくつか㏄ 
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下 Ⅲ 

  

ま 

と 

め 

  

0 まとめたこと 

を 言舌 し 合 う 。 

0 友達の見方   

考え方を知り ， 

観   占を修正し   

よ、 り 多面的に見 

ることができる 

ようにする。 

0 解決に向けて 

話し合いを深め 

る 。 

0 学習課題を振 

り返り，結論を 

出す。 

0 ノートや新聞 

などに学習した 

ことをまとめる。 

0 学習方法につ 

いて反省する。 

導 する。 社会の現実，人間 

の生き方を感じ 取らせる。 

0 発表のための 準備や聞き 

方の指導をする。 

0 友達の出した 結論と自分 

の結論を正しい 方向へ修正 

していくようにさせる。 

0 意識を覆すような 資料や 

発問により中心概念に 迫る 

ような解決をさせる。 

0 学習課題のまとめは ，教 

師の助言も加えられ・ 論理 

的な中心概念の 形成がなさ 

れるようにする。 

0 社会的意味がとらえられ 

るようなまとめ 方をさせる。 

0 とらえ，整理したことは 

次の発展学習へつ ほ げるよ 

うにする " 

0 思考を深め論理性の 強い 

もの。 

0 子ども自身の 力 で読み取 

れるようなわかりやすいも 

の。 

0 子ども達の表現を 助ける 

役割を果たすもの。 

0 子どもの予想を 越えた事 

実を含むなど 思考を揺さぶ 

るもの。 

0 話し合いが住吉化できる 

もの " 

0 事実の持っ意味，事実の 

背景にあ る法則性をつかみ 

取ることを助けるもの " 

0 子どもの実態に 即し ， 細 

かく深化，発展させる 資料。 

0 過去の経験と 本時の学習 

を 結びつけるようなもの。 

0 新しい課題に 気づく要素 

を含んでいるもの " 

資料を っ ない 

で 関係 点 を見 

つけたり背景 

を 推理する 力 。 

0 読み取った 

ことを適切に 

表現する 力 。 

0 新しく獲得 

したことから 

共通なものを 

捜したり区別 

したりする 力 。 

0 社会事象の 

本質的意味を 

とらえる 力 。 

0 本質的意味 

を 現実の社会 

の事実や事象 

に 当てはめて 

考える 力 。 

0 自己評価で 

きる 力 。 

0 新しい問題 

をめっけ。 発 

煙的に考える 

力 。 

4  資料活用能力を 育成するために 

Ⅲ 資料活用能力とは 

資料のあ りかを見つける カ                   子ども達が調べ 学習をするときに ，まずぶっかる 問題は ， 

自分の調べたい 資料がどこに 行けば見つけ ちオ t6 か " 何から見つければよいかという 事であ 

る " 教師はあ らかじめ貸料のあ りかをつかんでおし・ ) て， 子ども達に適切なアドバイスを 与え 

られるようにしておかなければならない。 
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資料を収集・ 近沢するか・・ ， …‥資料をたくさん 見つけても。 それが課題解決に 結びっくも 

のでなければ 意味がなれ，資料を 吟味，分類，整理したりして ，課題解決に 役立っものかど   

ぅか 。 その有効性を 考え，選択する 必要があ る " 

資料を再構成する ガ ……‥選択された 資料は，そのままでも 十分使えるものもあ る 0 しか 

し， ねらいに合わせて ，より具体的に ォ ) かりやすく伝えられるよ う 作り脅えることも 大切で 

あ る。 資料を組み合わせたり 整理，拡大・ 図表化したりして 再構成する力も 必要となる。 

資料を活用する カ                     枚の資料には 数多くの事実が 隠されている。 その中から・ 問題 

解決に必要な 事実を読み取ること。 また， し ) くつかの資料から 読み取ったことを 分析検討し ， 

関連的・総合的に 解釈し，社会的意味をとらえ て 行くこと。 資料を活用する 力は，資料を 白 

出 に駆使し，問題解決を 可能にするためにはもっとも 大切な力であ る。 

資料について 評価する カ                   選択，作成，活用した 資料が，学習のめあ ての達成のため 

に ，量的・質的に 適切なものであ ったか，教師はもちろん ，児童からも 評価する必要があ る。 

これらの 力 は，一朝一 タ に身につくものではない。 子どもの発達段階を 踏まえ : 着実に積み 

  ヒ げて行くようにしたい     

(2) 学習指導要領による 資料活用能力の 育成 

資料活用目標 

0  地域村会における 

社会的事象を 具体的 

一 に観察し，地図その 

他の具体的資料を 効 

果的に活用すること 

年 ができるようにする。 

0  地域における 社会 

四 的 事象を具体的に 観 

察し，地図や 各種の 

年 資料を効果的に 活用 
  
できるようにする。 

0  地図，年表，統計 

などの基礎的貸料を 

五 効果的に活用できる 

ようにする。 

年 

留 
  
    

0  地図に糊しませ ，具体的に使用させ ，使用のⅡ方を 学ばせる。 

0  実物資料は，実際の 様子 ( 使っている ) のわかる資料を 意味 

する。 

0  実際に観察できないものは・ 視聴覚資料を 使って指導する     

0  年表活用で，年代を 取り上げることはさしつかえないか ，年 

代を追って指導することは 避ける。 

0  国内や外国の 地名については ，掛け地図なとを 活用して位置 

は 押さえる「 

0  地図を使って。 国 上の位置，地形   気候などの概要につ。 ， ) て 

調べ，特色をつかむこと。 目地図に記入すること「 

0  情報の正しい 収集や活用の 仕方，伝達の 方法を身に付けるこ 

とか大切であ ることに 気 つかせる。 

0  資料の収集・ 選択だけでなく ，資料から得た 情報について   

他 に伝えること ，資料をもとに 自ら新しく情報を 創ることかで 

きるようにする。 

0  複数の資料を 用いて，そこから 読み取る こ とのできる傾向   

特徴をとらえる こ とができるようにする 0 
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0  地図・年表などの 0  歴史における 観察の仕方の 指導を大切にする。 

六 各種の基礎的資料を 0  資料の収集・ 選択とともに ，資料から得た こ との伝達・ つ ま 

効果的に活用できる の，いろいろな 形式を用いての 表現と自分の 考えを発表させる 

ようにする " ことを取り入れ ，資料活用の 範囲を拡大する " 

年 0  わが国と交流の 深 い 国を取り上げるとき ，世界地図とともに 

人々の生活がわかる 視聴覚貸料について 準備することも 大切で 

あ る。 
  

㈹ 資料活用能力を 高める工夫 

① 資料を効果的に 活用させるためには ，ふだんから ，子ども達に 資料を見る目を 養って い 

く よ う 意図的な指導が 求められる。 

部分の見方                   何が，どれだけ ，どのように ，どんなことを 

関係の見方                   何と何がど う だ。 何はどうなのに 何はど う だ。 

全体の見方                   全体として乙うだ。 こうい う ことがいえる。   

疑問の見方                   これは何だ。 これはどうしてだろう。 これだけではわからない。 

二ォ 1 は……らしい。 これからみると……にちがいない。 

② 子ども達に，資料に 働きかける姿勢を 育てる事も大切であ る。 子ども達から 資料に問わ 

せたいことは ，社会的事実であ り，社会的意味であ り，自分との 関わりの 3 つの事であ る， 

問いを持たせるようにするには ， 

事実を確かに 見せる       

子どもの思考の 陵 味 さを突く。 

固定観念をひっくり 返す。 

以上のような 場面を授業の 中に仕組んで 行く必要があ る， 

③ 子ども達が調べ 学習のときに 一番悩むのは ，まとの方であ るようだ。 調べたことを 相手 

に的確に伝えるためには ，どんな表現が 適当であ るかを考えて 行ける力もつけていきたい。 

文章による表現                   カードにまとめる ，ふきだし，見学記録，感想文など " 

造形による表現………絵画，紙芝居，模型作りなど。 

地図による表現                   絵地図，白地図，歴史地図など。 

統計による表現                   統計表，統計バラフ ，統計地図など。 

調査による表現………学習ノート ，レポート，年表，新聞など。 

劇化による表現………寸劇，放送劇， ぺ一 プサートなど。 
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W  授業実践 例 第 6 学年 社会科学習指導案 

]  単元 名 源頼朝と鎌倉武士 

2  単元について 

Ⅲ 単元のとらえ 方 

武士が，貴族 fC 代わり初めて 政権 を握ったのが ，この鎌倉時代であ る。 1180 年，伊豆に 

流されていた 源頼朝は，平氏打倒の 兵を挙げる。 武士の世の実現を 願っていた東国武士の 力 

を 背景に平氏の 打倒に成功した 頼朝は ，全国に守護。 地頭を配置し ，鎌倉の地に 幕府を開く。 

頼朝は ，自分の旗のもとに 結集した武士たちと ，土地を仲立ちとした 主従関係を結ぶ " その 

武士の土地を 保障する代わりに ，戦いがあ れば 頼 朝の元に参戦する ，という契約であ る " 源 

氏は三代で滅び ，北条 氏 が実権 を握るが，幕府と 御家人の主従関係は 木質的 (c 変わらない。 

この主従関係が ，源頼朝に代表される 幕府の農村における 実権 を確立し     鎌倉幕府の成立を 

可能にしたのであ る。 

幕府が御家人の 生活を保障できなくなったとき ，乙の時代は 終焉を迎える。 その契機とな 

ったのが九冠であ る，莫大な戦いへの 出費にもかかわらず ，外国との戦いゆえに 恩賞となる 

べき土地はもらえない。 御家人の生活は 困窮化し。 その心は幕府から 離れて行くのであ る。 

鎌倉時代は，鎌倉幕府と 御家人の御恩・ 奉公の主従関係で 成立していた 時代であ る。 幕府 

の 御家人となる 武士たちは・ふだんは 地方のそ ォ Ⅰぞれの土地で 農業を営み，農民を 管理し   

自分の土地を 守るため武芸を 磨いていた " 後の城下に集められた 武士の生活との 違いは，乙 

の占にあ る。 

㈹ 児童について 

授業に取り組むに 当たって，その 1 か 月前に ， ①調べ学習の 実態，②資料の 読み取り具合・ 

③鎌倉時代についての 知識を知るため。 児童の実態調査を 行った。 

調べ学習に関しては ， 50% の子どもがふだんから 取り組んでおり   子どもの歴史学習 [c 対 

する関心の高さがわかる。 しかし，調べ 学習をするときに 困っている占を 探ってみると ，資 

料のあ りかの見つけられない 子や解決すべき 課題の見つけられない 子が 32% 、 教科書や参考 

善 に書いてあ る内容が理解できずに 困っている子が 12% 、 調べた後のまとめ 方がわからず 困 

っている子が 35 老いることがわかった。 

資料の読み取りに 関しては，絵画資料と 地図資料から 実態を把握するようにした。 その結 

果，絵画資料に 関しては，人間の 動きだけをとらえている 子が 34%, 社会背景まで 広げて と 

み えようとしている 子が 23%, まったく読み 取れない子が 50% いる こ とがわかった " 地図資 

  料に関しては 分布状態をつかめる 子が 41% いるものの，社会背景を 考えられる子は 19%, 読 

み 取れない子が 40 グ いることがわかった。 また，二つの 資料を関連づけてなんらかの 考察の 

できる子は皆無で ，資料の読み 取りの訓練の 必要性を感じる。 

鎌倉時代についての 知識に関して ，平清盛，源頼朝・ 源義経，北条時宗の 名前は 76 老の子 

どもがすでに 聞いたことがあ ると答えている。 しかし，人物の 業績について 知っている子は 

22 膠しかいない。 また， 「いざ鎌倉」「源氏と 平氏」等の歴史 m 語を知っている 子は皆無で ， 

九 冠だけは 17% の子が知っていた。 
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にする " 資料の読み取り 方に関しては・ 事実認識と課題把握の 段階で特に力を 入れ，参考資 

料は教科書，資料集を 中心に収集させるよう 予想の段階で 指導する。 資料の活用の 什 方 につ 

いては，ノートやワークシートを 工夫する。 資料から読み 取った こ とをよりわかりやすく 友 

達に伝えるため 6c は，資料の再構成が 必要となる " 表現活動の工夫を 通して。 資料の解釈を 

深めるようにしたい。 

3  単元目標 

0  鎌倉時代の武士は ，ほとんどが 農村に住み「いざ 鎌倉」に備えて 武芸に励んでいたことを 知る。 

0  鎌倉幕府と御家人は ，土地を仲立ちとした 御 9". 奉公の関係で 成り立っていたことをとらえる。 

 
 課題解決のために 必要な資料を 集めたり，資料を 読み取ったりして 調べたことを 新聞など   
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」幕府の仕組み 
鎌倉時代の武士は ，ほとんど 

が 農村に住み・ % 分の土地をま 
一 主従関係 ( 御恩・ 

もっていた     
頼 朝と主従関係を 結んだ武士 奉 仝 ト ) 

武士の暮らし 

" 警乞苦 % 高籠で 嚢 宏志望鹿笛一一 % けん 盧 ㌃に ム ぽ月 蒼は せ曲 乙 
  

係 で結ばれ・ていた " 
一 農民の暮らし 

一元の領Ⅱ拡張 
鎌倉幕府は元冠を 退けたが   

ト その影響で御家人達の 生活が困 鎌倉武士の働き 

窮 化し，その支持を 失って行く。 
一元冠の影響 

5  指導計画 

百
里
事
実
認
識
 

ね ら い 

武士の屋敷は 

農村にあ り，戦 

いに備えた暮ら 

しをしているこ 

とに気づき，二 

ォⅠから調べたい 

学習活動・学習内容 

1  貴族の暮らしの 絵を見な 

がら，既習事項を 想起する。 

2  武士の屋敷の 絵と貴族の 

屋敷の絵を比べて． 気 づい 

たことを話し 合う。 

3  武士や農民の 描かれてい 

資 料 

絵 ( 貴族の暮 

らし ) 

絵 ( 貴族の暮 

らし，武士の 

暮らし ) 

絵 ( 人間が入 

留 意 点 l 

習
す
 

復
 
を
 
し
 
 
 
暮
 
の
 
族
 
生
貝
 

O
 
る
 

あ
気
 

こ
こ
 

Ⅰ
 
ヰ
 

村
と
 

農
乙
 

は
る
 

敷
あ
 

屋
で
 

の
素
 

十
賓
 
武
 

o
 
り
 
づかせる。 

0 武士たちの様子を 細か 
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課
題
 

ことを明らかに 

する。 

(1@ /6) 

平氏を含む 多 

くの東国武士；         

源頼朝に期待を 

よせた事実を 知 

り ・学習課題を 

ィ乍る ・ 

(2@ /6) 
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題
 
課
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った 武士の犀 

敷 ) 

年表 ( 平安 末 

～江戸 ) 

年表 ( 平安 末 

～鎌倉 ) 

[ 資料 2] 

( ノート 1 ) 

地図 ( 源頼朝 

の挙兵一平氏 

と源氏に色分 

けしたもの。 

頼 朝の挙兵に 

呼応した武士。 ; 

絵 ( 武士の屋 

敷 ) 

[ 資料Ⅱ 

  

く 観察させ．戦いに 備え 

た生活を送っている こ と 

を押さえる " 

0 武士に対する 既成概念 

との ズレ に気づかせる。 

0 教科書の年表を 利用し 

て調べさせるようにする。 

0 武士の生活をさらに 詳 

しく調べるためにひとつ 

の貸料では限界があ るこ 

とに気づかせる。 

0 武芸に励んでいたこと 

と戦いが多かった 事実や 

源平の争いが 起こって い 

た 事実と結びつけて 考え 

ろォ t るようにさせる ， 

0 伊豆の周りには 平氏が 

多い こ とを っ かませる。   

0 平氏打倒の挙兵に 関東 

の平氏の多くが 呼応して 

いる事実を知り ，疑問を 

持たせるようにさせる。 

0 武士 達 にとって一番大 

切なものは何かを 考えさ 

せながら・願いを 想像さ 

せる。 

0 土地を守ったり ，与え 

てくれる人の 存在を感じ 

  させるようにする 0 

0 二オてまでの 資料すべて 

から自由に課題を 見つけ 

させ，個人個人が 自分な 

りの疑問を持てるように 

させる。 

0 課題を 3 種類ぐらいに 

まとめるようにさせる。 
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計
画
検
証
 
す
る
 

把
握
 

予
想
す
る
・
 

自分なりの 子 

想を出し ， 調べ 

る 計画を立て ， 

検証する。 

(3 ， 4@ /6) 

0 課題について 

調べる。 

  
  

        武士の暮らしを 詳しく 調 ;   

      べてみよう。       

; 源氏はどのようにして 平         

      氏を滅ぼしたのか。 
    

  
: 源頼朝はどうやって 味方         

        を 増やしたのだろう             
  

Ⅰ --      -      -      -            --   ----------.-,--------, 

Ⅰ 課題に対する 答えを予想 

する。 

2  課題解決のための 見通し 

を持っ。 

3  調べる計画を 立てる。 

4  まとめ方を知らせる。 

5  グループに分か ォ 1, 課題 

ほ ついて調べ学習をする。 

6  調べたことをまとめる。 

( ノート 2  ) 

読み物 ( 政子 

の 言葉・鉢の 

木物語，平家 

物き百 ) 

絵 ( 武士の屋 

敷 ，平氏と東 

国武士の食事 ) 

図表 ( 御恩   

奉仕，幕府の 

仕組み ) 

地図 ( 源平の 

戦い，平氏の 

知ィ ラ国 ・鎌倉 

幕府の勢力 範 

囲 ) 等の資 ポ ;+ 

0 自由に想像させる。 予 

想の立たない 場合は蛆 理 

には出させない。 

0 何を調べれば 答えが見 

つかりそうか ，どんな資 

料を使ったら 課題が解決 

できそうかを 考えさせる。 

0 課題ことにグループを 

作って調べさせる。 

0 地図，図表，年表，紙 

芝居，劇化などいろいろ 

な表現の仕方を 参考例を 

出しながら知らせる。 

0 予想を検証するための 

調べ学習をさせる。 

0 教科書・資料集・ 課題 

解決に必要な 資料は教師 

のほうでも準備しておく 

が，一方的に 出すのでは 

なく，児童のほうから 求 

めさせるようにする。 

0 調べた こと ・わかった 

こ とをノートにまとめた 

り ，はっきりしないこと 

をグループで 話し合わせ 

調べたことを 確かなもの 

にさせる。 

0 ひとつひとつの 資料の 

一 75 一 



正
 

検
 

 
 

源頼朝と御家 

人は，土地を 仲 

立ちにした御恩 

・奉公の関係で 

つながっていた 

事を知る " 

(5 /6) 

7  調べた こ とを工夫してま 

とめる。 

1  学習課題を確認する。 

2  まとめた こ とを発表する。 

3  発表を聞いての 疑問を出 

したり，自分の 調べたこと 

との違いを見つけ ，話し合う   

4  発表の補足をする。 

5  一所懸命のことばの 意味 

を確認する。 

6  発表からわかった こ とを 

まとめる。 

を 準備してお 読み取りをしっかりさせ 

く 。 るとともに。 資料の限界 

にも 気 つかせる。 

0 資料と資料を 関連つけ 

て考えたりして ，考察を 

深めるよ う にさせる。 

0 調へ方の分からない 児 

童については ，個別指導 

をする。 

0 グループ毎に 発表の仕 

方を工夫させる。 

0 調へたことと 課題を常 

に結びつけて 考えるよう 

にさせる。 

子どもの作品 0 発表内容をメモしなか 

( ノート 3)  ら 聞かせ，わかった こ と 

わからないこと．もっと 

知りたいことを 明らかに 

させる。 

0 それぞれのクループの 

発表内容をしっかり 把握 

させる。 

読み物 ( 鉢の 0 子 とも達の調へた 後の 

木物語 ) なと 疑問を大事にし ，さらに 

調へる意欲を 持たせる。 

0 児童の発表内容の 不十 

分な部分については 教師 

から資料を提示して ， さ 

らに思考を深めるように 

する " 

0 武 上にとって大事なも 

のは。 土地であ ることを 

確認する。 

0 そォ t ぞれの発表を 絹ひ 

つけて頼朝と 東国武士の 

結びっき，武士の 暮らし 
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ま
 

と
 

め
 

 
 

 
 

6 

2 

0 元 冠で ，武士 

たちは き とさっ 

てよく戦ったが ， 

その恩賞が十分 

得られず，幕府 

への不満が高ま 

っていったこと 

を知る。 

(6 /6) 

  方
 
み
 
進
 
の
 
軍
 
一
万
 

土
 
領
る
 

の
べ
 

九
識
 
を
 

 
 

， 2  元 車 との戦いの様子を 調 

べる。 

3  元 軍 が破れた理由を 考え 

る " 

4  戦いの後の御家人の 様子 

を調べる。 

5  単元の まとめをする。 

本時 

Ⅲ 題 

(2j ; 木 

  

  

  

(3) 木 

の 展開 

村 源頼朝と鎌倉武士 

時のねらい 

武士たちは農村で 質素な生活 俺 

資料の読みとりを 通して， 時 

資料の読みとりを 通し，はっ 

時の展開 (1 /6) 

学習内容・学習活動 

貴族の暮らしを 想起す 

武士の屋敷の 絵を見て 

との違いを話し 合う " 

0 家の造り 0 敷 

0 塀の造り 

0 家の周りの様子 

る 

  追
様
 

殿
の
 

寝
内
 
上
世
 

3
 

り
 

了
 

地図 ( 元の領 

土 ・九車の 進 

略図 ) 

絵図 ( 元との 

戦いの模様 ) 

表 ( 元 軍 の 構 

成因 ) 

絵図・読み物 

( 報償を求め 

る 御家人 ) 

; 営み ， 戦いに備え 

代の概要を っ かみ 

きりしないことに 

一
 T
 貴
 

T
 

 
 
資 料 

P ( 寝殿造り 

  族の暮らし 

P ( 武士の屋 

七
ム
 ム
 「
・
パ
ノ
 

武
 

・
 気
 

と
 

就
  
 

などを具体的にとらえさ 

せるようにする。 

0 元の国土の大きさを 知 

らせ，九冠への 緊張感を 

感じさせる。 

0 武器の違い，戦法の 違 

いなどから戦いの 困難さ 

を知らせるようにする。 

0 征服された日の 人々の 

気持ちを考えさせるよう 

にする。 

0 御家人にとって 大切な 

ものを思い出させ、 御家 

人達の幕府に 対する気持 

ちを予想させる。 

0 学習してわかったこと 

を作文にまとめさせる     

 
 知
る
 

  

き
 

を
 

こ
る
が
 

た
せ
と
 

持
つ
い
た
こ
 

て
 っ
を
持
 

送
味
を
 

を
 
竪
題
 

日
 
に
課
 

毎
 
習
習
 

む
学
学
 

励
の
 

に
後
き
 

指導上の留意点 

 
 

0 貴族は都に住み ， 華やかな生活 

を送っていたことを 確認する。 

0 武士の屋敷は 農村にあ り，屋敷 

の周りは堀で 囲まれ，質素なくら 

しぶりであ ることに気づかせるよ 

うにする， 
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3  農村における 武士や農民の 生活の TP ( 武士の屋敷 0 武士の様子，農民の 様子を細か 
様子を調べる         図 (c 動物。 人間を く観察させ，どの 部分からどんな 

加えたもの。 ) 事 が分かるのかはっきりさせる ， 

Ⅱ資ホ計 1 , ワーク 

、 ン一トコ 

4  貴族の暮らしとの 違 いを 確認する。 0 武士たちは戦いに 備えた暮らし 

なしている こ とを確認する。 

0 図の全体的特徴をとらえさせる。 

5  武士 達 が武芸に励んでいたその 時 年表 ( 平安 末 ～ 鎌 0 武芸に励んで、 ， ) た 事実，源平の 

代 背景を調べる。 倉 ) 戦いがあ った事実を関連づけて 考 

二 貸料 2 コ えるようにさせる。 

6  絵や 年表を見て，はっきりしない 0 さらに知りたいことが 見つける 

こ とや疑問などを 出し合い，学習 課 れるよ う 。 資料の限界に 気づき， 

題を決める。 これからの学習に 興味を持たせる 

ようにする。 

(4) 吉平 イは百 

① 授業者について 

0  資料の提示の 仕万は適切であ ったか。   0  興味・関し る 持たせる資料であ ったか， ク ワ ト は 使 L.) やすく工夫されていたか け 0  考えを深める 発問ができていたか。 

0  貸料の見方のわかる 適切な助言がなされていたか。 

0  児童の興味・ 関心を持続させるような 授業の流れだったか。 

0  め あ てを達成できる 資料であ ったか。 

② 児童について 

0  資料に興味を 示してし ) たか         

0  ワークシートを 使い乙なしでいたか " 

0  友達の発表をよく 聞いて・自分のものと 考え合わせて 記録して L.) たか。 

0  資料を読み取って ，疑問やはっきりしないことが 書けているか。 

0  資料の内容を 読み取って発表することができたか。 

7  授業の記録 

授 業 の 流 り ・ れ 老 察 

1  貴族の暮らしを 想起する。 

  T  こォ n までに平安時代の 貴族の暮らしを 勉強してきましたね。 
  

  (TPl  提示 )  どのような家に 住んでいましたか。 
  

  C  寝殿造り。 
( 発表を板書する。 ) 
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T  どんな生活をしていましたか。 

C  遊んで暮らしていた。 C  ぜいたくで豊かな 暮らしをしていた。 

T  どこに住んでいましたか。 

C 都 C  京都 

2  武士 (7) 屋敷の絵を見て ，寝殿造りの 屋敷との違いを 話し合う。 

T  今日は・乙ういう 家 lc 住んでいた人達の 勉強をしましょう 0 TP l と TP 2 を同時に 

(TP 2  提示 ) 並べて見せたほうか ， 比 

寝殿造りの家と 比へてとんなところか 違いますか。 駁 しやすかった。 

C  さっきの家よりも ，家の大きさが 小さいです。 ( 発表を板書 ) 

C  部屋が決まってなくて ， 一 か所でみんな 眠りそ う 

C  池がなれ。 C  広さか 狭 そ う C  家が粗末です。 実際に敷地か 狭いかとう 

C  屋根なども木でできているみたいです。 C  馬 小屋があ る。 か 。 馬を走らせているこ 

C  運動するような 広場かあ る " とと結びつけて 考えさせ 

C  貴族か住んでいる う ちではなさそうです。 てもよかったか ，屋敷の 

C  さっきのうちはつなかっていましたが ， 家 か一棟すつ分かれて 広さは検証の 段階で押さ 

いて，庭も広くない。 えたい。 

C  貴族の住んでいた 都に比へ ， 周りが田舎つぼい。 

C  寝殿造りの家と 比へて ，穿 とか 門 等で貧富の差がよく 分かる。 

T  家の周りを見てくたさい「寝殿造りの 家ととんなところか 違し ) 

ますか。 

C  まわりに川があ る。 

T  堀ですね。 この屋敷にはとんな 動物かし ) そうですか。 とうして堀のようなもの 

C Ⅱ ゴ (TP 3  提示 ) かあ るのか理由を 考えさ 

せた方がよかった。 
3  農村における 武士や農民の 生活の様子を 調べる。 

T  乙の絵の中に ， 住んでいた人を 入れてみましょ う 

とん， な 人がいそうですか。 

C  武士 (TP4  資料 1 提示 ) 

T  こォ t からこの絵と 同じプリントを 直己りますのどんな 

ことをしている 人が L,) るか，一人すつ 詳しく見て行き 

ましょう。 ( ワークシート 四日 布 ) 

T  この絵の中に 全部で何人の 人かいますか。 

C 26 人。 人数から屋敷の 広さを 予 

T  -- 人一人ほついて 何をしているところか。 ワ ク 、 ン一ト [C 書き 恕 させてもよかった。 

込んでください。 ( 机間 巡視して，書き 込みのできていない 子に 

やり方を説明する㊤ ( 作業時間的 ly 分 ) 時間を取り過きた。 
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T  これから前にきて 発表してもらいますが ，どの人から 何をして 

いることがわかるのか ，きちんと絵をさして 発表してください。 

C  (TP の絵を指しながら ) この人達から ，田植えをしているこ 

とが分かります。 ( 発表をすべて 板書 ) 

C  この人から，畑を 耕していることが 分かります。 

C  この人達から ，大事な話をしている こ とが分かります。 

C  種をまいている こ とが分かります "  C  門番をしている。 

C  馬に乗って弓を 射っている様子が 分かります。 

C  牛で田を耕している。 C  馬の手入れをしている " 

C  剣の練習 ( 稽古 ) をして L, へ ることが分かります。 

C  矢を飛ばす練習をしていることが 分かります。 

T  ( 図の中の人を 指しながら ) この人は何をしていますか。 

C  剣の手入れをしている。 

T  馬屋を見てください " 屋敷のどんな 所にあ りますか " 

C  左側。 C  はじっ二の部分で 道に近い。 C  門の近く。 

T  門の近くにあ るとどんなことがいいのでしょう。 

C  すぐ出られる。 

4  貴族の暮らしとの 違い る 確認する。 

T  この絵の人たちはだれでしたか。 

C  武士です。 

T  この絵の武士の 暮らしの様子を 表していますね   ，乙の絵全体を 

見てどのようなことがわかるか・ワークシートに 書 L. 、 てくださいけ 

T  発表してください。 

C  貴族は遊んでいたけど ，武士は馬の 世話や稽古をして ，仕事を 

している       ( 板書するの 

C  武士の暮らしは 貴族のように 豊かではなく ，忙しいということ 

が分かりました ，その忙しい 理由は，いつ 戦ってもいいように 弓 

などの練習をしていたからです ， ( 板書する り 

C  武芸に励んでいる。 ( 板書する り 

5  武士が武芸に 励んでいたその 時代背景を調べる。 

T  武士はふだんから 馬に乗ったり ，弓矢の練習をしたりして 戦い 

に備えていたことが 分かりますね。 武士達はどうしてこのような 

戦いに備えた 生活をしていたのか ，年表からその 理由を考えてみ 

ましょう。 ( 年表提示 ) 

考えの根拠を 明らかにさ 

せるよう，発表のやり 方 

を始めに示した。 誰もが 

発言できるよ う に意図し 

て，表面的に 見えている 

こ とを言わせた。 

  これるの行動から ，どん 

なことが分かるかという 

事 まで考えさせたら 読み 

取りがもっと 深まり，児 

童の多様な反応が 期待で 

きたのではないか。 

塀が低い こと， 櫓などに 

も注目させるべきであ っ 

た 。 資料の見せかたで 押 

さえが弱かった。 後の授 

業で押さえたい。 

時代の特徴がっかめ・ 多 

くの事象を見せる こ とが 

できたので，導入に 乙の 

貸料を使ったのはよかっ 

た。 

もっと多くの 子どもに発 

表させてもよかった。 

戦いに備えていることの 

押さえが弱かった。 

資料をつないで．事実の 

時代背景を探ら   ようと 

した。 

年表に書か ォ t て L.) る 内容 

は適切だった。 
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C  平氏滅びる。 頼朝 ，守護・地頭を 置いたというところです ， 年表から事象を 読み取る 

C  保元の乱が起こるのでそれに 勝っために戦いの 準備をしたり・ 已と，資料を 関連づけて 

武芸に励んでいる。 考えることができず ， 児 

C  源頼朝，平氏を 滅ぼすために 兵をあ げる。 童が気づくまでに 大変 時 

C  平治の乱が起こる       間 がかかった。 

T  武士 達 がこのような 暮らしをしていた 理由はたくさんあ るので資料を 関連づけるための 

すが，この年表の 中からは，平氏と 源氏が戦っていたこと ，戦い見せ方の 工夫が必要だっ 

が 多かったためということが 分かりますね。 それでは時間がきて た。 

しまいましたので ，続きは次の 時間に回します     計画の内容が 欲ばりすぎ   

[ 資料 2 コ 
倉 時代 平 代 宴 侍 

ていた。 この時間は ，武 

年表 
Ⅰ 190 1180 1170 1160 土 の屋敷の 図 だけにして 

子どもの持っている 武士     
くぜ源 各 平め 源 平平 さ散卒 保 の イメージとの 違いを 明 
。 ら 領 地底兵 額 
れ 朝 に 、 を朝   
卸 Hfll@ 守は 護ろげ あ 平 、 

治の 民業 清盛 れる れた 巷 らかにし・武士が 農村に える 太 、 エ 山力 t し ... 住んでいた時期を 押さえ 
倉夷 ・びる 氏 
に 大 地 る 。 を 政人 朝 Ⅱ おこ おこ て終わればよかった ， 
幕 符 頭。 た 臣 伊 る る 
府 軍 を頼 お に 且 ，     

を に 置朝 す     
開 任 く 、 た り、 流 

[ ノート・表現活動の 工夫 コ 

資料からの読み 取りを確実にし ，子ども達一人ひとりに 自分なりの見方・ 考え方を持たせるよう 

にしたい " そのため。 指導過程の各段階での 記録 ( ノート ) のさせ方を工夫した " 
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0 ノート 1) は，事実認識・ 課題作りの段階で ( 子どもの作成より ) 「パンフレット コ 
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( ノート 2) は，検証の段階で ，資料を求める 態度を養い ， 読み取りを確かにするために m いる。 

    

 
 

：
 @
 
・
 
1
 

（
 N
,
 
ム
ー
Ⅰ
 ワ
 

  

か
も
 ：
 
い
 

-
-
 Ⅰ
 

Ⅰ
 
@
 
Ⅰ
 
耳
 @
@
 

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 

く
 
  

 
 

 
 

八
 .
 
ぞ
、
ゆ
 

Ⅱ
 

4
 

、
ギ
 

.
/
,
t
f
 

も
 @
 

 
 

互
 
。
 

・
 態
 
 
 

甫
ゆ
罎
ゐ
一
 

 
 

一 82 一 

卍屈 申卍 

  
｜ ） や干 ・）も い 、 廿窩 ， 

 
 

  
 
 -@ 



  
            し Ⅰ ダ @     

叩ま ・の l . し 

  
V  研究のまとめと 今後の課題 

1  まとめ 

学習のめあ てを達成するため ，単元構成をしっかりすること " 教師か貸料の 選択と提示の 仕 

方なとをコ夫することにより ， 子 とも達は資料の 読み取り方かわかる。 資料を指導過程に 適切 

に 位置つける事により ，子どもたち 誰もか課題意識を 持っことかでき・ 調ぺ 学習に意欲的に 取 

り組む " 子ども達の資料活用能力を 育てるためには ，ます，教師白身 か 資料活用能力を 磨く 乙 

とが大切であ ることを痛感した。 

2  今後の課題 

一つの資料から 多面的な見方のできる 子ともを育てたい。 しかし，資料の 読み取りを深め・ 

多様な反応をさせるためには ，とのような 発問をすれはよいのか - 発問・指示の 仕方と調へ 学 

習の後の表現活動をどのようにさせて 行くかの研究を 深めて行きたいと 居、 う   

終わりに 

せめて一帯 元 でもいいかり ，じっくりと 教材研究に取り 組み。 納得が行く資料収集かしたい。 

子ども達か喜んで 学習に取り組めるような 指導法の研究をしたい - ロ頃 の切実な願いか 実現しま 

した。 十分に思考錯誤のできる 時間 ( 研修の機会 ) を与えてくださった 関係各位の皆様，暖かく 御 

指導くたさいました 知俳 政俊 先生はじめ多くの 先生方に心から 感謝いたします。 
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